
【１　事業概要】

年度～( 年目)

【２　事業費および実績】

【３　市の評価】

○事業詳細
　［事業内容］
　　①コミュニティ防災士育成
　　・各自主防災組織からの推薦者について石川県自主防災組織リーダー育成講座に
　　　参加（受講料　県：50％負担　市：50％負担）
    ・育成計画期間（平成25年度～平成29年度）における防災士数
　　　　計画200人　→　実績190人（平成28年度末）
　
　　②コミュニティ防災士スキルアップ研修会を年２回開催
　　・育成した防災士の知識・技能の向上を図るための研修会、防災訓練の進め方や
　　　防災備蓄資機材の取扱についての実技を実施
 
　　③コミュニティ防災士交流研修会を開催（平成28年度～）
　　・各種災害に対する専門的知識や技能を習得し、研修受講者が地域へ普及啓発を
　　　図るとともに、隣接する他の地域の防災士との交流を深めることを目的に研修
　　　会を開催
　　　※５月～11月まで毎月１回（年７回開催）
　　　　１月または２月にグループ研究発表
　

■地域防災力を高め、災害時に地域で助け合う「共助」のリーダーとなる、コミュニ
ティ防災士を計画的に育成する。
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事務事業名 コミュニティ防災士育成費 担当課 危機管理課
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項　　　目 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

根拠法令等 　― 事業期間 平成 18

平成29年度
（予算）

事業費
万円 万円 万円 万円 万円

123.9 123.6 130.7 221.2 142.0

指
標

コミュニティ防災士育成数 40 人 40 人 40 人 70 人 －

スキルアップ研修会参加者数 262 人 138 人 154 人 151 人 －

一次評価
（担当課評価）

今後の方向性 継続 見直し、廃止の理由 －

　平成２５年度から５カ年で２００名育成する計画の５年目であり、５年目以降の方針
を検討する必要がある。

二次評価

今後の方向性 見直し 見直し、廃止の理由 内容見直し

（こんなふうに見直していきます）

　今年度でコミュニティ防災士の当初の育成計画が終了することから、防災士のフォ
ローアップ等を含め、事業内容を見直す必要がある。

事業内容

防災士

 防災士とは、自助・共助・協働を原則として、社会の様々な場で、減災と

 社会の防災向上のための活動が期待され、かつ、そのために十分な意識・

 知識・技能を修得したことを日本防災士機構が認証した人。

コミュニティ防災士の役割

 金沢市では、地域に密着した防災士を「コミュニティ防災士」と位置づけ

 防災研修会の開催、各種訓練参加・協力、防災に関する普及啓発、避難誘

 導などを行う。
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